
事業費の平準化と財政リスクの精査 
市の検討状況：戦略的アプローチと本市の「ものさし」 

物価高騰や労務費上昇という外部要因の中、単年度の
負担を抑えれば利息等の総事業費が増え、総額を抑え
ようとすれば現在の財政を圧迫します。他市の事例を
追うのではなく、本市の財政シミュレーションと突合
させて「独自のものさし」による厳格な判断が求めら
れます。 
広域化の再検証による財政的強み 
過去の単独整備方針に拘らず、他自治体との「広域化」
を再検討します。これは新工場のコスト削減だけでな 
「広域化の調整期間中であれば、現施設の延命化修繕に
対しても国の交付金（循環型社会形成推進交付金）が活
用できる」という極めて重要な財政的メリットを享受す
るためです。 

現清掃工場は令和13年度
に稼働のタイムリミット
を迎えます。 
 
粗大ごみ等を扱う前処理
施設は稼働開始から30年
が経過。大規模修繕が手
つかずのまま、突発的な
故障リスクがあります。 
 
現状の計画では、新清掃
工場の建設に約517億円
の費用が生じます。 



消防行政の広域化 

結びに・・・ 

1分1秒を争う現場活動を高度化するため、 
ドローンの導入や、搬送時間の短縮に寄与 
する「マイナ救急」の本格運用を開始。 

三重県松阪市等における非緊急時の救急車 
出動（7,700円）といった他市事例を参考 
にしつつ、本当に救助が必要な方へ救急車 
が届くための多角的な対策を強化していく 
必要性があります。 

。 


